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京都産業大学ボランティアセンターは、学生・教職員がボランティア活動に関心をもち、

実際に活動に取り組むことを応援しています。そのために、ボランティア活動のもつ面白さ

や魅力の発信、活動に参加するきっかけづくりなどさまざま取り組みを行っています。 

これらの取り組みが学生にとってより身近なものになることを期待して、センターでは

「学生スタッフ」を募集しています。学生スタッフは、センターとともにボランティア活動

の推進を担います。同じ学生の視点からアイデアを出しながら、センターのスタッフ（コー

ディネーター）と協力してイベントの企画・運営や学生への情報発信を担います。 

「ボランティアの魅力を伝えたい」「もっとたくさんの人にボランティア活動に参加して

ほしい」と考えている方は、センターと一緒にボランティアを盛り上げてみませんか？ 

 

学生スタッフは、こんなことに取り組みます。（予定）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都産業大学ボランティアセンター 

学生スタッフ 募集要項 
 

ボランティアに関する情報発信 

昼休みの交流会や窓口でのボランティア情報

の提供など、ボランティアをもっと知ってもら

うための取り組みを行います。 

ボランティア説明会の運営サポート 

学内外のボランティア団体、NPO 等を招いて

活動を紹介する説明会「Let’s Try ! ボランテ

ィアフェスタ」の運営をサポートします。 

ボランティア体験プログラムの企画・運営 

未経験者を対象としたボランティア活動体験 

プログラム「わん☆ボラ」の企画・運営・引率

を担います。 

ランチタイム交流会の実施 

お昼休みにランチを持ち寄って、ボランティア

について語り合う交流会「ボランチ」について、

内容を企画し、実施します。 



学生スタッフになると、こんな力が身につきます。              

学生スタッフは、ボランティアとしてボランティア活動の推進を担います。 

それらの活動を通じて、下記のような力が身につけることができます。 

 

 

さまざまな年代の方々と関わる機会が多くなるため、コミュニケー

ション力が向上します。 

 

 

ボランティア活動の推進のための企画立案・運営管理等を通じて、

企画力、提案力が向上します。 

 

 

ボランティア活動、市民活動の最新情報に触れることで、ボランテ

ィアに関する考え方が深まります。 

 

 

仲間と協力してプログラムをつくりあげる経験を通じて、協働する

力が身につきます。 

 

年間スケジュール（例）                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆コミュニケーション力が高まる！ 

☆企画力・提案力が向上する！ 

☆ボランティアに関する考え方が深まる！ 

☆協働する力が身につく！ 
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ランチタイム交流会「ボランチ」 

ボランティア体験プログラム「わん☆ボラ」 

祇園祭でのエコボランティア活動 

合宿研修 

 

ランチタイム交流会「ボランチ」 

ボランティア体験プログラム「わん☆ボラ」 

 

組織運営ワークショップ 

合宿研修 

年度ふりかえり、引き継ぎのためのまとめ 

 



学生スタッフに聞いてみました                                     

   Q1.いつから学生スタッフに加入しましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q2.他の活動とかけもちはできますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 Q3.ボランティア経験がなくても活動できますか？ 

 

 

 

 

 

 

 Q４.学生スタッフの活動の雰囲気はどんな感じですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボラセンキャラクター 

「ボラかに」 

 

西村 健人（経営・４年次） 

私は 3回生から始めました。 

活動に参加するだけじゃなくて、企画や広報、

参加者のサポートもやりたいと思いました。 

 

 

山本 翔太（法・3 年次） 

 

米田 優果梨（文化・３年次） 

 

兼田 拓実（経営・3 年次） 

 

三好 舞（法・3 年次） 

 

森田 陽一（経済・3 年次） 

 

渡辺 裕奈（外国語・２年次） 

 

伊藤 菜 （々文化・3 年次） 

僕は大学 1回生からです。 

大学に進学して、何か新しいことをしてみたい

という気持ちがあって、入りました。 

私はアルバイトを週に 2 回、週 1 回のサーク

ルのミーティングにも参加しながら、学生スタ

ッフの活動をしています。 

 

僕は、サークルもアルバイトもしています。 

もし欠席してしまっても、メンバーがフォロー

してくれるので、安心して活動できます。 

大丈夫です。私も学生スタッフになるまで、ボ

ランティアをしたことがありませんでした。 

 

メンバーにもボランティア未経験の人が多い

ので、心配いりません。 

 

私が入った時は同期がおらず、全員が先輩でし

たが、メンバー全員が仲良く、先輩も優しいの

で、いつも楽しく活動しています。 

 

どんな人が所属しているのかな？と思ったら、

ボランティアセンターにプロフィールを貼っ

ているので、気軽に見に来てください♪ 

 

 

谷本 有希（外国語・４年次） 

みんな自分の意見を持っていて、お互いに分か

り合えるフレンドリーな雰囲気です。 

 

 新メンバー募集中！ 



応募要項                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 京都産業大学ボランティアセンター（3 号館 1 階）担当：井上・山﨑 

本件に関するお問い合わせは、平日：8：45～16：30（13：00～14：00 お昼休み）にお願いします。 

E-mail：volunteer-support@star.kyoto-su.ac.jp TEL：075-705-1530 FAX：075-705-2946  

URL：http://www.kyoto-su.ac.jp/campuslife/volunteer.html 

【活動内容】学生スタッフは、ボランティアセンターと協働し、下記の取り組みを進めます。 

・ボランティア募集・イベント案内等の情報整理および発信 

・学内外のボランティア団体を招いたガイダンスの運営 

・ボランティア活動に参加する体験プログラムの企画・運営・引率 

 ・学生スタッフによる自主企画の提案・実施 

 ・ミーティングやスキルアップのための研修 

 ・その他ボランティアセンター事業の運営補助 

【活動条件】 

・週 1 回 2時間程度、業務の調整、イベントの企画・立案等に関するミーティングを開催します。 

・イベント直前には、必要に応じて臨時のミーティング等を開催することもあります。 

・登録は単年度とし、各年度で継続の意思確認を行います。 

・学生スタッフの活動は「ボランティア」であり、給与は支払われません。ただし、活動にかかる

交通費、実費は、センターが負担します。 

【募集人数】 10 名程度 

【応募資格】  

・本学の学部学生および大学院生 

・ワードでの文書作成等、基本的なパソコン操作が可能な方 

・ボランティアセンターの趣旨（1ページ目）に賛同できる方 

※ボランティア活動経験は必須ではありません。 

【こんな方におススメです】 

 ・現在または過去にボランティア活動に参加したことがある方 

 ・地域社会の問題に関心があり、その解決に取り組んでみたい、と考えている方 

 ・特技（イラスト、パソコンが得意など）を社会のために活用したいと考えている方 

【応募方法】 

 ・別添の「学生スタッフ応募用紙」に必要事項を記入し、ボランティアセンター（3 号館 1 階）

窓口まで提出してください。 

 ※Eメール、郵送など手渡し以外、また本人以外による提出は受け付けておりません。 

【採用選考】 

 ・応募用紙の提出後、日程を調整し、面談を行います。 

 ・面談後、1週間以内に採否を通知いたします。 

 

 

 ・面談後、1週間以内に採否を通知いたします。 


